
１
０
月
か
ら
導
入
が
狙

わ
れ
て
い
る
消
費
税
の
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
中
止
を
求

め
る
行
動
が
６
月
１
４
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
２
０
か
所
に
２
５

０
０
人
が
集
結
、
国
会
前

で
は
１
５
０
０
人
が
集
ま

り
、
立
憲
民
主
党
、
日
本

共
産
党
、
社
民
党
、
れ
い

わ
新
選
組
、
超
党
派
議
連

か
ら
多
く
の
国
会
議
員
が

参
加
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

建
交
労
軽
貨
物
ユ
ニ
オ

ン
の
高
橋
英
晴
代
表
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
声
を
次
の
よ

う
に
代
弁
し
ま
し
た
。

☆

☆

☆

☆

「
個
人
ド
ラ
イ
バ
ー
は
売

上
か
ら
燃
料
代
、
修
理
代
、

保
険
代
な
ど
自
己
負
担
、

所
得
は
２
０
０
万
台
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
を
機
に
廃
業

す
る
人
が
増
え
、
２
０
２

４
年
問
題
も
重
な
り
物
流

は
大
混
乱
す
る
で
し
ょ
う
。

岸
田
総
理
は
所
得
倍
増
計

画
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
も
う
国
家
的
詐
欺

で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止

の
声
を
広
げ
よ
う
！
」

☆

☆

☆

☆

集
会
に
は
農
家
、
声
優
、

建
設
職
人
、
音
楽
家
、
俳

優
な
ど
、
様
々
な
職
業
の

人
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
は
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
連
動
す
る

全
国
民
の
問
題
で
す
。

日
産
自
動
車
栃
木
工
場

(

上
三
川
町)

構
内
に
は
多

く
の
下
請
協
力
会
社
が
入
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
が

「
関
東
耐
火(

株)

」
で
す
。

自
動
車
部
品
の
鋳
造
な
ど

に
使
う
溶
解
炉
の
補
修
な

ど
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
猪
瀬
泰
弘
さ
ん
は

１
０
年
以
上
作
業
員
と
し

て
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
の
振

動
工
具
を
使
い
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

振
動
工
具
を
使
う
事
業

所
に
対
し
て
は
法
令
で
、

連
続
使
用
時
間
の
制
限
や

特
殊
健
康
診
断
、
安
全
衛

生
教
育
の
実
施
、
防
振
手

袋
等
防
護
装
備
の
支
給
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
同
社
で
は
こ
の

よ
う
な
安
全
対
策
を
行
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
結
果
、
猪
瀬
さ
ん
は
両

手
、
両
腕
等
に
振
動
障
害

を
発
症
し
、
作
業
が
で
き

な
い
身
体
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
社

は
問
題
提
起
し
た
猪
瀬
さ

ん
を
「
勤
務
態
度
が
悪
い
」

な
ど
と
い
う
理
由
を
で
っ

ち
上
げ
解
雇
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
不
当
解
雇
事

件
と
し
て
県
地
労
委
に
あ
っ

せ
ん
を
申
立
て
職
場
復
帰

を
求
め
ま
す
。
同
時
に
労

働
安
全
衛
生
法
２
９
条
に

基
づ
く
日
産
の
元
方
事
業

者
責
任
を
追
及
し
ま
す
。

組
合
で
は
６
月
２
０
日

本
社
と
栃
木
工
場
に
事
実

関
係
の
調
査
を
求
め
る
要

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◎
猪
瀬
さ
ん
の
話

「
自
分
で
勉
強
し
て
は
じ

め
て
振
動
病
の
怖
さ
を
知

り
ま
し
た
。
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」

２０２３年６月２５日 Ｎｏ２５９

◎
「
国
家
的
詐
欺
」
と
い
え
ば
マ
イ
ナ
保
険
証
も
ま
さ
に
莫
大
な
税
金
を
使
っ
た
「
国
家
的
詐
欺
」
。
最
新
の
世
論
調
査(

６
月
１
８
日
共
同
通
信)

で
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
延
期
・
撤
回
を
求
め
る
人
は
７
２
％
。
一
体
誰
が
儲
か
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

発行所 全日本建設交運一般労働組合

栃木県本部 〒327-0315

栃木県佐野市吉水駅前1-2-1

℡ 0283-62-7312 fax 0283-62-7318

www.kenkourou.or.jp/

E-mail:dqj06744@nifty.com

◎令和4年10月1日から栃木県の最低賃金は時給913円です。

急
激
な
物
価
上
昇
に
多
く

の
国
民
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

賃
上
げ
は
一
部
大
企
業
に
と

ど
ま
り
中
小
・
零
細
企
業
の

労
働
者
は
実
質
賃
下
げ
の
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

６
月
８
日
、
栃
木
県
労
連

で
は
栃
木
労
働
局
に
た
い
し

て
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
中
小
企
業
へ
の
支
援
を

求
め
、
請
願
署
名
を
提
出
し

ま
し
た
。

◎インボイス相談随時受け付けています。

安全対策を放置してきた「世界の日産」正門前で猪瀬さん

とちぎコープ労組役員(左)が提出



(

株)

フ
コ
ッ
ク
ス
も
以

前
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て

も
長
時
間
残
業
が
常
態
化

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
運

送
会
社
同
様
、
残
業
が
な

け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
賃

金
水
準
で
す
。

組
合
で
は
基
本
給
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、
会
社
は
住
友
大
阪

セ
メ
ン
ト
と
の
運
賃
設
定

を
理
由
に
応
じ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
工
場
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス(

定
期
休
転)

で
出
荷

態
勢
を
一
定
期
間
変
更
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
の
ま

ま
だ
と
来
年
４
月
以
降
も

そ
の
期
間
は
月
８
０
時
間

以
上
の
時
間
外
労
働
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

ま
さ
に
荷
主
の
都
合
で
労

働
時
間
の
ル
ー
ル
違
反
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

分
会
の
飯
塚
委
員
長
は

「
住
友
は
運
送
会
社
各
社

の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
。

住
友
が
運
賃
設
定
を
見
直

し
高
速
道
路
の
使
用
な
ど

運
送
会
社
が
時
間
短
縮
で

き
る
よ
う
是
正
す
べ
き
」

と
訴
え
ま
す
。

国
交
省
は
荷
主
に
対
し

て
運
送
会
社
が
法
令
を
遵

守
で
き
る
よ
う
「
配
慮
す

る
義
務
」
を
新
設
し
、
従

わ
な
い
荷
主
に
対
し
て
は

「
勧
告
」
を
実
施
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
来
月
資
料
を

用
意
し
住
友
大
阪
セ
メ
ン

ト
本
社
に
要
請
を
行
い
ま

す
。
対
応
次
第
で
は
国
交

省
に
勧
告
を
求
め
ま
す
。

◎原発回帰に大転換する原発推進法が成立。福島第一原発では汚染水の海洋放出が始まろうとしています。 ２０２３年６月２５日 Ｎo２５９
◎
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
イ
ン
ボ
イ
ス
」
国
会
前
行
動
に
参
加
し
て
思
い
出
し
た
の
は
２
０
１
２
年
６
月
国
会
前
で
の
脱
原
発
集
会
。
２
０
万
人
以
上
の
人
が
集
ま
っ
て
「
脱
原
発
」
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
最
大
の
敵
は
「
忘
却
力
」
か
。

◎地震が増えています。あらためて①室内家具類の転倒対策、②非常備蓄品(飲料水、食料、乾電池)の準備、③避難所の確認等を行ないましょう。

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
自
動
車
運
転
者
に
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制(

月
８
０
時
間)

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

「
物
流
危
機
」
「
２
０
２
４
年
問
題
」
な
ど
と
喧
伝
さ

れ
運
輸
業
界
の
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が
声
を
上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
輸
送
を
担
う

フ
コ
ッ
ク
ス
分
会
の
取
り
組
み
で
す
。

6/19会社は組合との団交で夏季賞与はゼロ回答。ところが住

友大阪セメントは直近2期で内部留保金(貯め込んだ利益)107

億円積み増し1278億円に！

全国的には餃子は宇都宮が有名ですが、佐野市民は

ほぼ全員「佐野のほうがうまい」と思っています。

そんな市民の声に押されてはじまった「佐野餃子キャ

ンペーン」。組合事務所隣の大和屋さんもエントリー

しています。来所の際はぜひ寄ってご賞味を。
昭和56年頃。佐藤さんのダンプ。45ｔ位？・・・・

【組合員紹介】 (ダンプ支部)

〇佐藤敬政さん(79)
〇佐藤隆さん(39)

「オヤジの走り方は最後まで変わらなかった」と隆さん(左)

「
も
う
少
し
乗
り
た
か
っ

た
け
ど
息
子
が
後
を
継
い

で
く
れ
た
か
ら
よ
か
っ
た

よ
」
。
こ
う
話
す
の
は
北

海
道
出
身
の
佐
藤
敬
政
さ

ん
。
栃
木
に
来
て
約
５
０

年
、
来
た
当
時
は
成
田
空

港
建
設
工
事
な
ど
大
型
公

事
業
の
多
い
高
度
成
長
期

「
仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
っ

た
。
燃
料
は
３
５
円
位
、

積
荷
は
ほ
ど
ほ
ど(

笑
い)

。

あ
の
頃
の
仲
間
は
だ
い
た

い
廃
業
、
亡
く
な
っ
た
人

も
多
く
て
寂
し
い
ね
」
。

「
人
身
事
故
と
か
起
こ
し

て
引
退
さ
れ
る
の
が
一
番

怖
か
っ
た
」
と
奥
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
息
子
さ
ん
を

見
守
り
ま
す
。


